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Eグループ活動内容

 北棟２階 技術開発部事務所・実験室
 北棟１階 階段・玄関、恒温槽およびその周辺

・活動場所

・年間活動指標
 保管のルール化と実践(部材、工具、机等）
 4Ｓ（清潔）・5Ｓ（しつけ）
及び安全（6Ｓ;safety）の実施



2S「整理」「整頓」

 赤札作戦の実施（４月）
保管部材等の選別と廃棄

第二次赤札作戦 プロジェクトＡ２

不用品を廃棄、または元町工場技術倉庫へ移動
→空きスペース２割確保を達成。しかし仕掛品ですぐ埋まった。

※ロシアによるウクライナ侵攻の影響で変更 ※定着せず



 保管部材・備品等の選別と廃棄（４～５月、１１月）
・ネジ類のパーツボックスを更新し整理。不用品は廃棄。
→探索時間大幅短縮。運搬性向上。

・ケーブル類をジッパー袋に種類別にまとめる。不用品は廃棄。
→混在はしなくなったが応急措置。２３年度に再検討。



事務所机・棚の整理整頓
 全事務机のキャビネット１段目に姿置き作成、ルール化（３月）

〔江間〕 〔名倉〕

〔林〕 〔神田〕

〔堀尾〕

〔寺島〕（９月）



3S「清掃」
定期清掃のルール化と実践
 清掃ルール作成（１０月）
毎日清掃・毎週清掃・毎月清掃の
ガイドラインを作成。



2S「整理」「整頓」

 選別・廃棄（７～８月）
以下の内容で、工具に色付きのタグ（結束バンド）を
取り付け選別を行った。
青…常用している工具（姿置きしたい）
黄…姿置きの必要は無いが常用している工具
赤…常用しないが廃棄すると困る工具（ジャンク品等）
タグ付けしない工具は即時廃棄とする。

工具の選別と廃棄 工具トリアージ作戦
※定着せず



2S「整理」「整頓」

 選別・廃棄（７～８月）
以下の内容で、工具に色付きのタグを取り付け選別を
行った。
青…常用している工具（姿置きしたい）
黄…姿置きの必要は無いが常用している工具
赤…常用しないが廃棄すると困る工具（ジャンク品等）
タグ付けしない工具は即時廃棄とする。

工具の選別と廃棄 工具トリアージ作戦
※定着せず









 市川部⾧を招いて内容見直しの検討



 選別・廃棄（第二次、９～１０月）
・タグ付けルールを変更し工具を再選別。

青…必要品 直近６か月以内に使用したもの
白…保留品 直近６か月以内に使用したか不明なもの
黄…ジャンク品（必要品扱い）
赤…不急品
タグなし…備品 未使用、ダブり等 予備の工具
※不用品は即時廃棄する。

・青タグ、白タグは工具キャビネットで引き続き保管。
その他はコンテナにまとめる。

工具の選別と廃棄、姿置き実施



・選別後、白タグ、赤タグ、備品で一度でも使用した工具は、
その場で青タグに取り換えて必要品に追加する。
最後まで白タグで残ったものは不急品となる。

 再選別実施例



 常用工具姿置き作成（１～２月）

・技術開発部悲願の工具姿置き達成。
・何が業務で必要かをゼロから見直し。追加購入も実施。
・常用工具としての保管数４割削減。取り出しやすさ大幅改善。
・工具キャビネットに残る工具の保管が課題
→２３年度に持ち越し。



その他活動
 事務所の事務用品等整理・定位置化
→完了 一部改善の余地あり

 保管部材の整理（状況悪化のため応急措置）
 事務局依頼案件（物干し竿設置、コンプレッサー室廃棄物等）

未着手・没
 保管スペース全体レイアウト見直し
→着手できず。

 部材保管のルール化
→着手できず。

 工具保管のルール化
→本格的なルール作成までは至らず。

 個人PC・共有フォルダの整理、ファイル管理基準検討
→職制にて実施検討のため6Sとしては実施せず。



まとめ
 ⾧年の懸案であった工具の整理を着手でき、
姿置きまで到達することができた。

 部品棚や仕掛品棚の整理は応急措置に終始し、
改善とルール化が進まなかった。

 事務机や実験机の整理は大きく改善した。
毎月清掃が十分機能していないので要検討。

 グループ内での合意形成は重視したが、
基本方針や方法についてリーダー会議にて度々指摘を
受けたことで、手戻りが多くなってしまった。
３歩進んで２歩戻る状態。
→事務局・会社側と方向性のずれが生じていた?

 4S、5Sの具体的な中身までは着手できず。



まとめ
 目に見える改善に乏しく、他グループと比較すると
まだまだ見劣りしてしまう箇所が多い。



Eグループ活動内容（2023年度）

作業効率と見栄えが良い実験室をつくる

・年間活動指標と基本方針

 実験室での作業効率を数値化できるレベルで高めると
ともに、見た目でも他グループに見劣りしない状態を
目指す。

 メンバー間および事務局との意思疎通を密にし、
方向性を共有しながら活動を行う。

 他グループの良いところは T  T P 。
徹底 的にパクる
（SGK思草 P86参照）



ありがとうございました




